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鳴門教育大学授業実践研究
－学部・大学院の授業改善をめざして－
第１７号　２０１８
１．はじめに
　中学校学習指導要領の理科の目標の１つに，『自然の事
物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態
度を養う。』ことが挙げられている１）。その目標を達成す
るためには，生徒の学習意欲を促進させ，生徒が自然の
事物・現象に進んで関わり，主体的に探究しようとする
態度を育てることが重要である。さらに，主体的に探究
する活動を通して，自然の美しさ，精妙さ，偉大さを改
めて認識し，自然についての理解を深めるとともに，新
たな問題を発見し，生徒の感性や知的好奇心を育てるこ
とも重要である。特に，地学分野で，上記の条件を満た
した実験・観察としては，野外観察が想定される。しか
し，学習指導要領の改訂に伴う学習内容の増加や野外観
察に適した場所の選定，地域の地質に関する教員の知識・
情報の不足，安全性の確保などが問題となり，実際に野
外での観察をおこなうことは難しい。
　実践を行なった学校は，徳島市内市街地に位置してお
り，学校周辺で露頭を観察できる適当な場所はなく，授
業時間内に野外観察を取り入れることは困難である。そ
こで，本実践では，中学校第１学年で学習する「大地の
成り立ちと変化」で取り扱われている化石（特に，徳島
県から産する化石）を対象として，野外観察の疑似体験
をおこなう授業内容と方法を検討した。初めに，授業実
践の内容について紹介し，次に，実践前後での地学（化
石）に対する生徒の意識や主体的に探究する意欲の変化
について，授業アンケート結果から読み取られた内容を
報告する。
２．教材及び指導方法の工夫
⑴　実践前の準備
　１．生徒の関心をより高められるように，徳島県内で
最適な化石を産する地層を検討した。化石と周囲の
岩石とが容易に分離できる試料が理想的である。実
践では，徳島県勝浦郡上勝町に分布する上部羽ノ浦
層（１億２４５０万年〜１億１２００万年に相当する中
生代前期白亜紀アプチアン期）を構成する砂岩やシ
ルト岩，泥岩中の化石を用いた。
　２．野外では，地層の傾きや化石の産状の様子などを
生徒に説明するために，地層全体の写真も撮影した。
野外に行かない生徒に，興味・関心を持ってもらえ
るように，化石が入っている岩石を採取した地層の
写真をまとめたスライドを準備した。
　３．化石が岩石中に埋もれた状態の試料を必要な分，
岩石ハンマーを用いて採取した。
　４．採取した岩石は，生徒が岩石ハンマーを使用せず
に，容易に化石を分離できるよう，岩石を事前に水
で湿らし，細かく砕き分けておいた。
⑵　化石の取り出し方法と化石の同定方法
　１．岩石を手で砕くとともに，歯ブラシを使用して細
かく砕いた試料の砂・泥を取り除く。
　２．細かい部分は歯ブラシや爪楊枝を使用して，さら
に慎重に化石を取り出す。
　３．ルーペを使い化石を観察する。また，取り出した
個々の化石のスケッチを行う。
　４．事前に地層から産出する化石を調べておき，生徒
がわかりやすいように化石の特徴を示した「ミニ図
鑑」を作成した。生徒は，これを参考に化石の同定
を行う。
　５．化石の取り出しの手順，注意点はワークーシート
にまとめた。生徒は，ワークーシートに結果（スケッ
チや化石の名前）やグループ内での議論をまとめる。
　６．化石の生息環境をわかりやすくまとめた「生物図
鑑」を作成した。化石の生息環境についてもグルー
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プ内で議論をまとめる。
３．授業実践について
　本授業は，２０１７年１１月７日，鳴門教育大学附属中学
校第二学年の総合的な学習の時間で設定された課題探究
学習の２時間を用いておこない，受講した生徒数は１６名
であった。
⑴　導入
　初めに，生徒に実際に化石を見たことや触れたことが
あるかなど発問し興味・関心を持たせた。化石を採取し
た場所の地層の写真を見せて，野外でのイメージを膨ら
ませた。パワーポイントを用いて，化石の取り出し方法
について説明を行った。
⑵　化石の取り出し
　生徒には，岩石を手で砕きながら化石を探す作業を進
めさせた（図１）。化石が見つかれば，化石を壊さないよ
うに，歯ブラシや爪楊枝を使ってさらに慎重に取り出す
よう説明を行った。補助が必要な場合に備えて，机間指
導を行った。岩石が硬くて手で割れないものは，指導者
がハンマーで砕くようにした。（図２）硬い岩石を砕く際
に，破片が飛び散るなど危険を伴う可能性があるので，
指導者が作業を行なった。歯ブラシ，爪楊枝で岩石を削
る際に，目に岩石片が入ると危険なので，防護メガネを
着用することの重要性を事前に説明した。また，作業の
タイムスケジュールを随時口頭で生徒に知らせることで，
スムーズに生徒自身が作業を行えるようにした。
⑶　観察とスケッチ，化石の同定
　取り出した化石は肉眼やルーペで特徴を観察させなが
ら，スケッチを行わせた。「ミニ図鑑」と取り出した化石
を照らし合わせて，化石の同定作業を行わせた。各々の
生徒の作業が終了した後，どのような化石が見つかった
のか，どのような場所でその生物が生息していたと考え
るのか，班で議論を行わせた。その際，生息環境を考え
る上で，ヒントとなる「生物図鑑」も配布して考察して
もらった。
４．授業の検討
　生徒の地学（化石）に対する意識の変化について，実
践授業前後でおこなったアンケート結果（回答者１６名）
を基に考察を行なった。生徒に配布したアンケート用紙
を図３，図４（末尾）に示す。
　生徒の理科に対する興味・関心は非常に高い（図５）。
ただし，本実践授業は，選択授業であり，理科に対する
興味・関心の高い生徒が本授業に集まったことが予想さ
れる。しかし，生徒は理科の中でも，特に，実験や化学，
生物に対して興味が高く，地学に対する興味・関心はそ
れほど高くはない（図６）。このことは，地学分野が実験
や野外観察よりも，座学中心の授業となっていることと
も関係すると考えられる（図７）。
　授業後のアンケートでは，化石を見つけるのが難しい，
とても難しいと回答した生徒が大半であった（図８）。コ
メントに「岩石が硬くて割れなかった」や「化石がどれ
図５．理科に対する興味・関心
図２．授業者が岩石を砕く様子
図１．化石の取り出し作業の様子
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かわからなかった」などの回答があった。当初は手で岩
石を砕くことが出来ると考えていたが，生徒は，岩石が
硬いために容易に化石を探せずにいた。硬さの確認は行
なっていたものの，当日の確認をしておらず，硬くなっ
ていたことに気がつかなかった。授業では，急遽，ハン
マーで岩石を砕き対応をおこなった。岩石を前日に再度
水に濡らし，岩石が脆くなるように改善するべきである。
また，机間指導だけでは，化石の特徴を十分指導しきれ
なかった。どれが化石なのか，化石本来の形態がよくわ
かる理想的な例だけでなく，印象として保存された化石
の事例なども作業前に説明する必要がある。化石の同定
作業についても，すぐに同定できる生徒となかなかわか
らない生徒がいた。完全に取り出せない場合は，同定が
困難であることがわかった。「ミニ図鑑」の解説に工夫を
加える必要があるのと，同定が難しい化石に関しては個
別の指導も必要である。化石の生息環境の推定に関して
は，普通，とても簡単と答えた生徒が大半である。資料
として生徒に配布した「現在の生物図鑑」が，理解を助
けたと推測される。
　地学に対する興味に関して，授業前には「どちらとも
言えない」と答えた生徒が１０名。「あまりない」が２名
いた（図７）。授業後には，「興味をもてた」，「とても興
味を持てた」と答えた生徒がほとんどであり，特に，「と
ても興味を持てた」と答えた生徒が６名も増えている。
地学（化石）に対する興味・関心が授業後に高まったこ
とがアンケートから読み取られる（図９）。授業で実際に
化石を観察し，取り出すことができたことで，地学に対
する興味が高まったと推察される。身近な徳島県内の地
層から化石が採取できることも，化石への関心を促進す
る効果があったと推測できる。
　化石の野外観察実習を「とてもしたい」と回答した生
徒は１２名。「したい」と回答した生徒は２名で，過半数
以上が野外に行って見たいと回答していた（図１０）。与
えられた試料から化石を取り出すことにとどまらず，自
分で地層から化石を取り出したいという意欲や興味が高
まったと考えられる。しかし，「どちらとも言えない」と
回答した生徒も２名おり，化石を上手く取り出せなかっ
たり，化石の同定に難しさを感じたりした生徒が，野外
図１０．化石の野外実習に対する興味・関心
図９．授業後の地学に対する興味・関心
図８．化石の授業に関する興味・関心
図７．地学に対する興味・関心
図６．理科分野の教科別の関心
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観察を躊躇したのではないかと推測される。
　本実践では，通常の地学の授業では行うことが難しい
野外実習の疑似体験を取り入れた。今回の実践を通じて，
生徒は，化石だけでなく，化石と関連する地学の内容に
も興味・関心を持つようになったと考えられる。また，
生物や物理，化学の内容とも地学の分野は関連している
と気づくことができたのでないかと考えられる。
５．おわりに
　岩石から化石を取り出し，観察や同定をおこなった上
で，化石の生息環境を考察する２時間（１００分間）の授
業実践をおこなった。生徒は非常に集中して化石の取り
出しを行なっており，中には，休み時間中も熱心に取り
出しを行う生徒もいた。しかし，岩石が固かったことも
あり，個々の化石の取り出しに当初考えていた以上の時
間がかかった。そのため，化石の同定や生息環境の考察
に十分な時間をかけることができなかった。今回は，時
間の制約があったが，化石の取り出しと，同定作業まで
を２時間の授業とし，化石の生息環境の推定に関しては，
生物分野とも関連づけた内容を盛り込んで，十分な考察
と議論の時間をもうけるべきであった。しかしながら，
アンケート結果が示すように，生徒に身近な地域の化石
を実際に取り出す体験を取り入れた授業によって，化石
や地学に対する興味・関心を向上させることや，自ら探
究する意欲を高めることが可能な授業が行えることがわ
かった。今後も地域の地学素材等を活用した教材研究を
進め，生徒が主体的に課題探究できるような授業を考え
ていきたい。
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